
要約

陸奥湾湾口部のイカナゴ資源復活のために

イカナゴ資源生態の解明を進め、激減したイカナゴの資源回復に向
けた資源管理が行われています。

・イカナゴは2年で成熟し、寿命は約5年と推定されました。
・一生を陸奥湾湾口部で過ごすため、地先での資源管理が大切です。
・資源の回復状況については、モニタリング調査を通じて確認していきます。
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１．背景・目的

２．内容

３．活用等

図 青森県イカナゴ漁獲量の推移

写真 水揚げ後に釜揚げ・天日干し加工され
るイカナゴ（2003年、東通村）

「コウナゴ」の乾物や佃煮として親しま
れてきたイカナゴの漁獲量は、昭和40年
代後半〜50年代前半、陸奥湾湾口部では
5千トン以上ありましたが、海洋環境の変
化や漁業の影響などもあり、漁獲量は数ト
ンにまで激減しました。今後の資源回復に
向け、資源生態の解明を進め、資源管理の
提言を行う必要があります。

・海洋環境の温暖期にイカナゴ資源は増え、
寒冷期に減少することがわかりました。

・十分な漁獲を得るためには、3億尾以上
の親魚が必要であることがわかりました。

・近年の親魚量は、3億尾を大きく下回り、
禁漁措置による保護が必要とされました。

・資源回復に向けた操業自粛（禁漁）が、
平成25年から行われています。

・魚種や海域毎の資源評価や生態解明を進
め適切な資源管理により、資源の回復が
期待できます。
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要約

マコンブの収量をアップさせる早期沖出し養殖

早期沖出し用マコンブ種苗を作出し、早期に沖出し養殖を開始する
ことで、通常の沖出し養殖より高収量が可能となります。

・沖出し時期については、沖出し養殖する海域の水温が１５℃を下回る必要があります
ので、技術導入の際には注意が必要です。

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

図 沖出し時期別の収量の比較

注）収穫期（5月）での葉重量の比較

写真 生長したマコンブ（収穫時）

収量は
2.3倍マコンブの早期沖出し養殖技術を開発す

ることで、近年急速に減少傾向にあるマコ
ンブ養殖の生産量の増大を目指します

八戸鮫浦地先において、養殖種苗として
利用されています。

・通常よりも１か月程度早い、11月中旬
に沖出しができるマコンブ種苗を作出す
ることができました。

・11月中旬から沖出しすることで、収穫
時期である5月には、通常の沖出し養殖
と比較して葉重量で2.3倍の収量となり
ました。

・収穫時期での旨み成分においても、天然
と比較してグルタミン酸やマンニトール
が5倍ほど多い結果となりました。

水産総合研究所　資源増殖部
　Tel. 017-755-2155
　E-mail sui_souken@aomori-itc.or.jp

 
地方独立行政法人 青森県産業技術センター 
Aomori Prefectural Industrial Technology Research Center

44


